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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）２５～７５容量パーセントのポリマー；
　（ｂ）７～６５容量パーセントのフッ化カルシウム；
　（ｃ）２～５０容量パーセントのガラスフレーク
を含む、熱伝導性ポリマー組成物であって、（ｃ）対（ｂ）の容量比が１０対９０～７０
対３０であり、
　この百分率が組成物の総容量を基準にしている組成物。
【請求項２】
　請求項１に記載の組成物から製造された物品。
【請求項３】
　請求項１に記載の組成物で製造された金属／ポリマーハイブリッド品。
【請求項４】
　請求項１に記載の組成物でできたモーターまたは発電機の固定子鉄心の絶縁体。
【請求項５】
　請求項１に記載の組成物で封入された固定子アセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　ポリマーおよびフッ化カルシウムとガラスフレークとの組み合わせを含む熱伝導性プラ
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スチック樹脂組成物は、封入剤組成物として有用である。
【背景技術】
【０００２】
　それらの優れた機械的特性および電気絶縁性のために、ポリマー樹脂組成物は、自動車
部品、電気および電子部品、機械部品などの広範囲の用途に使用されている。多くの場合
に、それらが許すデザイン融通性、シーリング能力およびそれらの電気絶縁性のために、
ポリマー樹脂組成物は、電気およびエレクトロニクスデバイスまたはモーター用の封入剤
として使用することができる。しかしながら、電気絶縁性が封入ポリマー組成物に必要と
されるのみならず、それらはまた多くの場合、特に幾つかの電気デバイスの小型化傾向と
共に、より高い熱伝導性を有する必要がある。封入ポリマー組成物にとって重要な別の必
要条件は、それらの線熱膨張係数（ＣＬＴＥ）が、封入されたデバイスによって発生する
熱を放出しながらシール完全性を保持するために、ポリマー組成物で封入される材料のＣ
ＬＴＥに近いべきであることである。一般に、充填剤のＣＬＴＥは多くの場合ポリマーの
ＣＬＴＥより低いので、ポリマーでの熱伝導性充填剤のより高い使用量は、より高い熱伝
導性とより低いＣＬＴＥとにつながる。しかしながら、高い充填剤使用量は多くの場合、
メルト形成プロセスにおいてポリマー組成物の流動性を低下させ、それは密封性能の不具
合またはポリマー組成物で封入されるコアデバイスの損傷につながり得る。従って、良好
な流動性を持った、熱伝導性の、電気絶縁性の、低いＣＬＴＥポリマー組成物が望ましい
。
【０００３】
　特開２００３－４０６１９号公報は、フッ化カルシウム粉末をシランカップリング剤で
表面処理し、コートされた粉末を熱可塑性樹脂および、任意選択的に、充填剤とブレンド
して熱伝導性組成物を生成する方法を開示している。しかしながら、ポリマー組成物の粘
度の有意な増加なしに熱伝導性および低いＣＬＴＥの両方を達成する方法については全く
言及されていない。
【０００４】
　国際公開第２００５／０７１００１号パンフレットは、熱可塑性ポリマーとフッ化カル
シウムと繊維状充填剤とを含むポリマー組成物を開示している。しかしながら、繊維状充
填剤の使用は、繊維状充填剤の配向のために流れ方向と横方向との間で成形収縮のおよび
熱伝導性の異方性につながる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　（ａ）２５～７５容量パーセントの１種以上のポリマー；
　（ｂ）７～約６５容量パーセントのフッ化カルシウム；
　（ｃ）２～５０容量パーセントのガラスフレーク
を含む、熱伝導性ポリマー組成物であって、（ｃ）対（ｂ）の容量比が１０対９０～７０
対３０であり、
　この百分率が組成物の総容量を基準にしている組成物。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　本発明の組成物は、（ａ）少なくとも１種のポリマー、（ｂ）フッ化カルシウム、（ｃ
）ガラスフレーク、および任意選択的に（ｄ）少なくとも１種のポリマー強化剤を含む。
【０００７】
　（ａ）ポリマーは組成物のポリマーマトリックスである、言い換えれば、１種以上のポ
リマーは連続相である。有用な熱可塑性ポリマーには、ポリカーボネート、ポリエチレン
およびポリプロピレンなどのポリオレフィン、ポリアセタール、アクリル、ビニル、フル
オロポリマー、ポリアミド、ポリエステル、ポリスルホン、ポリフェニレンスルフィド、
芳香族ポリエステルなどの液晶ポリマー、ポリエーテルイミド、ポリアミドイミド、ポリ
アセタール、ポリフェニレンオキシド、ポリアリーレート、ポリエーテルエーテルケトン
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（ＰＥＥＫ）、ポリエーテルケトンケトン（ＰＥＫＫ）、およびシンジオタクチックポリ
スチレン、ならびにそれらのブレンドが含まれる。
【０００８】
　あるいはまた、エポキシ、ポリイミド、シリコーン、不飽和ポリエステルおよびポリウ
レタンなどの熱硬化性ポリマーを成分（ａ）として使用することができる。
【０００９】
　熱可塑性ポリマーおよびポリエステル、ポリアミドが好ましく、液晶ポリマー（ＬＣＰ
）が特に好ましい。
【００１０】
　より好ましい熱可塑性ポリエステルには、０．３以上の固有粘度を有し、かつ、一般に
、ジオールおよびジカルボン酸、またはそれらの反応性誘導体の線状飽和の縮合生成物で
あるポリエステルが含まれる。好ましくは、それらは、８～１４個の炭素原子を有する芳
香族ジカルボン酸と、ネオペンチルグリコール、シクロヘキサンジメタノール、２，２－
ジメチル－１，３－プロパンジオールおよび式ＨＯ（ＣＨ2）nＯＨ（式中、ｎは２～１０
の整数である）の脂肪族グリコールからなる群から選択される少なくとも１種のジオール
との縮合生成物を含むであろう。ジオールの２０モルパーセント以下は、Ａｋｚｏ　Ｎｏ
ｂｅｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ，Ｉｎｃ．によって商品名Ｄｉａｎｏｌ（登録商標）２２０
で販売される、エトキシル化ビスフェノールＡ；ヒドロキノン；ビフェノール；またはビ
スフェノールＡなどの芳香族ジオールであってもよい。芳香族ジカルボン酸の５０モルパ
ーセント以下は、８～１４個の炭素原子を有する少なくとも１種の異なる芳香族ジカルボ
ン酸で置き換えることができ、および／または２０モルパーセント以下は２～１２個の炭
素原子を有する脂肪族ジカルボン酸で置き換えることができる。コポリマーは、２種以上
のジオールもしくはそれらの反応性等価物と少なくとも１種のジカルボン酸もしくはそれ
の反応性等価物とから、または２種以上のジカルボン酸もしくはそれらの反応性等価物と
少なくとも１種のジオールもしくはそれの反応性等価物とから製造されてもよい。ヒドロ
キシ安息香酸もしくはヒドロキシナフトエ酸またはそれらの反応性等価物などの二官能性
ヒドロキシ酸モノマーがまたコモノマーとして使用されてもよい。
【００１１】
　好ましいポリエステルには、ポリ（エチレンテレフタレート）（ＰＥＴ）、ポリ（１，
４－ブチレンテレフタレート）（ＰＢＴ）、ポリ（１，３－プロピレンテレフタレート）
（ＰＰＴ）、ポリ（１，４－ブチレン２，６－ナフタレート）（ＰＢＮ）、ポリ（エチレ
ン２，６－ナフタレート）（ＰＥＮ）、ポリ（１，４－シクロヘキシレンジメチレンテレ
フタレート）（ＰＣＴ）、ならびに前述のもののコポリマーおよび混合物が含まれる。１
，４－シクロヘキシレンジメチレンテレフタレート／イソフタレートコポリマーならびに
、イソフタル酸；ビ安息香酸；１，５－、２，６－、および２，７－ナフタレンジカルボ
ン酸を含むナフタレンジカルボン酸；４，４’－ジフェニレンジカルボン酸；ビス（ｐ－
カルボキシフェニル）メタン；エチレン－ビス－ｐ－安息香酸；１，４－テトラメチレン
ビス（ｐ－オキシ安息香酸）；エチレンビス（ｐ－オキシ安息香酸）；１，３－トリメチ
レンビス（ｐ－オキシ安息香酸）；および１，４－テトラメチレンビス（ｐ－オキシ安息
香酸）を含む、芳香族ジカルボン酸と、２，２－ジメチル－１，３－プロパンジオール；
ネオペンチルグリコール；シクロヘキサンジメタノール；および一般式ＨＯ（ＣＨ2）nＯ
Ｈ（式中、ｎは２～１０の整数である）の脂肪族グリコール、例えば、エチレングリコー
ル；１，３－トリメチレングリコール；１，４－テトラメチレングリコール；１，６－ヘ
キサメチレングリコール；１，８－オクタメチレングリコール：１，１０－デカメチレン
グリコール；１，３－プロピレングリコール；および１，４－ブチレングリコールからな
る群から選択されるグリコールとから誘導される他の線状ホモポリマーエステルもまた好
ましい。上に示されたような、２０モルパーセント以下の、アジピン酸、セバシン酸、ア
ゼライン酸、ドデカン二酸または１，４－シクロヘキサンジカルボン酸を含む、１種以上
の脂肪族酸が存在することができる。１，４－ブタンジオール、エトキシル化ビスフェノ
ールＡ、およびテレフタル酸またはそれの反応性等価物から誘導されるコポリマーもまた
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好ましい。ＰＥＴ、ＰＢＴ、およびＰＰＴの少なくとも２種のランダムコポリマー、ＰＥ
Ｔ、ＰＢＴ、およびＰＰＴの少なくとも２種の混合物、ならびに前述のもののいずれかの
混合物もまた好ましい。
【００１２】
　熱可塑性ポリエステルはまた、ポリ（アルキレンオキシド）ソフトセグメント（ブロッ
ク）を含有するコポリマーの形態にあってもよい。ポリ（アルキレンオキシド）セグメン
トは、熱可塑性ポリエステルの１００重量部当たり約１～約１５重量部で存在する。ポリ
（アルキレンオキシド）セグメントは、約２００～約３，２５０の範囲のまたは、好まし
くは、約６００～約１，５００の範囲の数平均分子量を有する。好ましいコポリマーは、
ＰＥＴまたはＰＢＴ鎖中へ組み入れられたポリ（エチレンオキシド）および／またはポリ
（テトラメチレンエーテルグリコール）を含有する。組み入れの方法は当業者に公知であ
り、ポリエステルを形成するための重合反応中にコモノマーとしてポリ（アルキレンオキ
シド）ソフトセグメントを使用することを含むことができる。ＰＥＴは、ＰＢＴと少なく
とも１種のポリ（アルキレンオキシド）とのコポリマーとブレンドされてもよい。ポリ（
アルキレンオキシド）はまた、ＰＥＴ／ＰＢＴコポリマーとブレンドされてもよい。本組
成物のポリエステル部分へのポリ（アルキレンオキシド）ソフトセグメントの包含は、ポ
リエステルの結晶化の速度を加速する可能性がある。
【００１３】
　好ましいポリアミドには、ポリアミド６、ポリアミド６６、ポリアミド６１２、ポリア
ミド６１０、または他の脂肪族ポリアミドならびに、テレフタル酸および／またはイソフ
タル酸から誘導されるものなどの、半芳香族ポリアミドが含まれる。例には、ポリアミド
９Ｔ；１０Ｔ；１２Ｔ；ヘキサメチレンジアミン、アジピン酸、およびテレフタル酸から
誘導されるポリアミド；ならびにヘキサメチレンジアミン、２－メチルペンタメチレンジ
アミン、およびテレフタル酸から誘導されるポリアミドが挙げられる。２種以上のポリア
ミドのブレンドが使用されてもよい。
【００１４】
　ポリアセタールは、別の好ましいタイプのポリマーである。ポリアセタールは、１種以
上のホモポリマー、コポリマー、またはそれらの混合物であることができる。ホモポリマ
ーは、ホルムアルデヒドまたは、ホルムアルデヒドの環状オリゴマーなどの、ホルムアル
デヒド等価物を重合させることによって製造される。コポリマーは、ポリオキシメチレン
組成物を製造するのに一般に使用される１種以上のコモノマーを含有することができる。
一般に使用されるコモノマーには、２～１２個の炭素原子のアルキレンオキシドが含まれ
る。コポリマーが選択される場合、コモノマーの量は２０重量パーセント以下、好ましく
は１５重量パーセント以下、最も好ましくは約２重量パーセントであろう。好ましいコモ
ノマーはエチレンオキシドおよびブチレンオキシドであり、好ましいポリオキシメチレン
コポリマーは、エチレンオキシドまたはブチレンオキシドの量が約２重量パーセントであ
る、ホルムアルデヒドとエチレンオキシドまたはブチレンオキシドとのコポリマーである
。ホモ－およびコポリマーは、１）その末端ヒドロキシ基が化学反応によってエンド－キ
ャップされてエステルまたはエーテル基を形成するもの；または、２）完全にはエンド－
キャップされておらず、コモノマー単位からの幾らかの遊離ヒドロキシ末端を有するコポ
リマーであることがまた好ましい。好ましい末端基は、どちらの場合にも、アセテートお
よびメトキシである。
【００１５】
　ＬＣＰとは、参照により本明細書によって援用される、米国特許第４，１１８，３７２
号明細書に記載されているような、ＴＯＴ試験またはそれの任意の妥当な変形を用いて試
験されるときに異方性であるポリマーを意味する。有用なＬＣＰには、ポリエステル、ポ
リ（エステル－アミド）、およびポリ（エステル－イミド）が含まれる。ＬＣＰの好まし
い一形態は「全芳香族」である、すなわち、（エステル基などの連結基を除いては）ポリ
マー主鎖中の基の全てが芳香族であるが、芳香族でない側鎖が存在してもよい。
【００１６】
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　ポリマー（ａ）は、組成物の総容量を基準にして、好ましくは約２５～約７５容量パー
セント、またはより好ましくは約３０～約６０容量パーセントで存在するであろう。
【００１７】
　フッ化カルシウム（ｂ）の形状は通常球状または粒状である。粒子または顆粒は広い粒
度分布を有することができる。好ましくは、最大粒度は３００ミクロン未満、より好まし
くは２００ミクロン未満である。好ましくは、平均粒度は５μｍ～１００μｍ、より好ま
しくは、１５μｍ～６０μｍである。それらの粒度に多峰性サイズ分布を有する粒子また
は顆粒もまた使用することができる。
【００１８】
　フッ化カルシウムの表面は、組成物の特性を改善するための他の材料で改質することが
できる。例えば、組成物の機械的強度および流動性を改善するためのアミノシランおよび
エポキシシランなどのカップリング剤、ならびに充填剤の耐水性を改善するためのシリコ
ンなどのコーティング剤。
【００１９】
　フッ化カルシウム（ｂ）は、組成物の総容量を基準にして、好ましくは７～６５容量パ
ーセント、より好ましくは２５～５５容量パーセントで存在するであろう。
【００２０】
　本発明に成分（ｃ）として使用されるガラスフレークは、組成物の特性を改善するため
の他の材料で改質することができる。例えば、組成物の機械的強度を改善するためのアミ
ノシランおよびエポキシシランなどのカップリング剤、充填剤の耐水性を改善するための
シリコンなどのコーティング剤、ならびに熱伝導性を改善するためのセラミック入りコー
ティング。
【００２１】
　成分（ｃ）は、組成物の総容量を基準にして、好ましくは２～５０容量パーセント、ま
たはより好ましくは５～３０容量パーセントで存在するであろう。
【００２２】
　（ｃ）／（ｂ）の容量比は１０／９０～７０／３０、または好ましくは１５／８５～５
０／５０、より好ましくは１５／８５～３５／６５である。
【００２３】
　本発明における成分（ｄ）として任意選択的に使用されるポリマー強化剤は、使用され
るポリマーにとって有効である任意の強化剤である。熱可塑性ポリマーがポリエステルで
あるとき、強化剤は典型的にはエラストマーであるか、または比較的低い、一般に２００
℃未満、好ましくは１５０℃未満の融点を有し、それは、熱可塑性ポリエステル（および
任意選択的に、存在する他のポリマー）と反応することができる官能基をそれに結合して
いる。熱可塑性ポリエステルは通常、カルボキシルおよびヒドロキシル基が存在するので
、これらの官能基は通常、カルボキシルおよび／またはヒドロキシル基と反応することが
できる。かかる官能基の例には、エポキシ、カルボン酸無水物、ヒドロキシル（アルコー
ル）、カルボキシル、およびイソシアネートが挙げられる。好ましい官能基は、エポキシ
、およびカルボン酸無水物であり、エポキシが特に好ましい。かかる官能基は通常、既に
存在するポリマー上へ小分子をグラフト化することによってか、またはより強靱なポリマ
ー分子が共重合によって製造されるときに所望の官能基を含有するモノマーを共重合させ
ることによってポリマー強化剤に「結合させ」られる。グラフト化の例として、無水マレ
イン酸がフリーラジカルグラフト化技法を用いて炭化水素ゴム上へグラフトされてもよい
。生じたグラフト化ポリマーは、カルボン酸無水物および／またはカルボキシル基がそれ
に結合している。官能基がポリマーへ共重合されているポリマー強化剤の例は、エチレン
と適切な官能基を含有する（メタ）アクリレートモノマーとのコポリマーである。（メタ
）アクリレートとは本明細書では、アクリレート、メタクリレート、または２つの混合物
のいずれであってもよい化合物を意味する。有用な（メタ）アクリレート官能性化合物に
は、（メタ）アクリル酸、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、グリシジル（メ
タ）アクリレート、および２－イソシアナトエチル（メタ）アクリレートが含まれる。エ
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チレンおよび官能性（メタ）アクリレートモノマーに加えて、酢酸ビニル、エチル（メタ
）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、およびシクロヘキシル（メタ）アク
リレートなどの非官能化（メタ）アクリレートエステルなどの、他のモノマーがかかるポ
リマーへ共重合されてもよい。好ましい強化剤には、参照により本明細書によって援用さ
れる、米国特許第４，７５３，９８０号明細書にリストされているものが含まれる。特に
好ましい強化剤は、エチレン、エチルアクリレートまたはｎ－ブチルアクリレート、およ
びグリシジルメタクリレートのコポリマーである。
【００２４】
　熱可塑性ポリエステルと共に使用されるポリマー強化剤は、約０．５～約２０重量パー
セントの官能基含有モノマー、好ましくは約１．０～約１５重量パーセント、より好まし
くは約７～約１３重量パーセントの官能基含有モノマーを含有することが好ましい。２つ
以上のタイプの官能性モノマーがポリマー強化剤中に存在してもよい。組成物の強靱性は
、ポリマー強化剤の量および／または官能基の量を増やすことによって増大することが分
かった。しかしながら、これらの量は、特に最終部品形状が達成される前に、組成物が架
橋する可能性があるポイントまでは好ましくは増やされるべきではない。
【００２５】
　熱可塑性ポリエステルと共に使用されるポリマー強化剤はまた、エチレンのコポリマー
ではない熱可塑性アクリルポリマーであってもよい。熱可塑性アクリルポリマーは、アク
リル酸、アクリレートエステル（メチルアクリレート、ｎ－プロピルアクリレート、イソ
プロピルアクリレート、ｎ－ブチルアクリレート、ｎ－ヘキシルアクリレート、およびｎ
－オクチルアクリレートなどの）、メタクリル酸、およびメタクリレートエステル（メチ
ルメタクリレート、ｎ－プロピルメタクリレート、イソプロピルメタクリレート、ｎ－ブ
チルメタクリレート（ＢＡ）、イソブチルメタクリレート、ｎ－アミルメタクリレート、
ｎ－オクチルメタクリレート、グリシジルメタクリレート（ＧＭＡ）などの）を重合させ
ることによって製造される。前述のタイプのモノマーの１種以上をスチレン、アクリロニ
トリル、ブタジエン、イソプレンなどと重合させることによって製造されたコポリマーだ
けでなく、前述のタイプのモノマーの２種以上から誘導されるコポリマーがまた使用され
てもよい。これらのコポリマーの一部または全てが０℃以下のガラス転移温度を好ましく
は有するべきである。熱可塑性アクリルポリマー強化剤を製造するための好ましいモノマ
ーは、メチルアクリレート、ｎ－プロピルアクリレート、イソプロピルアクリレート、ｎ
－ブチルアクリレート、ｎ－ヘキシルアクリレート、およびｎ－オクチルアクリレートで
ある。
【００２６】
　熱可塑性アクリルポリマー強化剤はコア－シェル構造を有することが好ましい。コア－
シェル構造は、コア部分が好ましくは０℃以下のガラス転移温度を有するが、シェル部分
が好ましくはコア部分のそれより高いガラス転移温度を有するものである。コア部分は、
シリコーンでグラフトされてもよい。シェルセクションは、シリコーン、フッ素などの低
表面エネルギー基質でグラフトされてもよい。低表面エネルギー基質が表面にグラフトさ
れたコア－シェル構造のアクリルポリマーは、本発明の組成物の熱可塑性ポリエステルお
よび他の成分と混合中にまたは混合後にそれ自体凝集するだろうし、組成物中に容易に一
様に分散させることができる。
【００２７】
　ポリアミド用の好適な強化剤は、米国特許第４，１７４，３５８号明細書に記載されて
いる。好ましい強化剤には、酸無水物、ジカルボン酸もしくはそれの誘導体、カルボン酸
もしくはそれの誘導体、および／またはエポキシ基などの相溶化剤で変性されたポリオレ
フィンが含まれる。相溶化剤は、不飽和酸無水物、ジカルボン酸もしくはそれの誘導体、
カルボン酸もしくはそれの誘導体、および／またはエポキシ基をポリオレフィンにグラフ
トすることによって導入されてもよい。相溶化剤はまた、ポリオレフィンが不飽和酸無水
物、ジカルボン酸もしくはそれの誘導体、カルボン酸もしくはそれの誘導体、および／ま
たはエポキシ基を含有するモノマーと共重合させることによって製造されながら導入され
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てもよい。相溶化剤は、好ましくは３～２０個の炭素原子を含有する。ポリオレフィンに
グラフトされても（またはポリオレフィンを製造するためのコモノマーとして使用されて
も）よい典型的な化合物の例は、アクリル酸、メタクリル酸、無水マレイン酸、フマル酸
、イタコン酸、クロトン酸、シトラコン酸、無水マレイン酸、無水イタコン酸、無水クロ
トン酸および無水シトラコン酸である。
【００２８】
　ポリアセタール用の好ましい強化剤には、熱可塑性ポリウレタン、ポリエステルポリエ
ーテルエラストマー、他の官能化および／またはグラフト化ゴム、ならびにそれらの主鎖
にグラフトされているかまたは１種以上の極性基を含有するモノマーと共重合させること
によって組み入れられた極性基を含有するポリオレフィンが含まれる。好ましいコモノマ
ーは、グリシジルメタクリレートなどの、エポキシド基を含有するものである。好ましい
強化剤は、ＥＢＡＧＭＡ（エチレン、ブチルアクリレート、およびグリシジルメタクリレ
ートから誘導されたターポリマー）である。
【００２９】
　使用されるとき、任意のポリマー強化剤は、組成物の総重量を基準にして、好ましくは
約０．５～約２５容量パーセント、またはより好ましくは約２～約２０容量パーセントで
存在するであろう。
【００３０】
　本発明の組成物は、１種以上の可塑剤、核剤、難燃剤、難燃相乗剤、熱安定剤、酸化防
止剤、染料、顔料、離型剤、滑剤、ＵＶ安定剤、（ペイント）接着促進剤などを任意選択
的に含んでもよい。
【００３１】
　本発明の組成物は、とくに熱可塑性樹脂を含むとき、好ましくは、溶融混合されたまた
は溶液混合されたブレンド、より好ましくは溶融混合されたブレンドの形態にあり、ここ
で、ブレンドが統合された全体を形成するように、ポリマー成分の全ては互いに十分に分
散され、非ポリマー成分の全ては、ポリマーマトリックス中に均一に分散され、ポリマー
マトリックスによって結び付けられている。ブレンドは、任意の溶融混合法を用いて成分
材料を組み合わせることによってか、またはマトリックスポリマー以外の成分をポリマー
マトリックスのモノマーと混合し、次にモノマーを重合させることによって得られてもよ
い。成分材料は、樹脂組成物を得るために、単軸もしくは二軸スクリュー押出機、ブレン
ダー、混練機、Ｂａｎｂｕｒｙミキサーなどのメルト－ミキサーを使用して均一になるま
で混合されてもよい。材料の一部はメルト－ミキサーで混合されてもよく、材料の残りが
次に加えられ、均一になるまでさらに溶融混合されてもよい。本発明の熱伝導性ポリマー
樹脂組成物の製造における一連の混合は、当業者によって理解されるであろうように、個
々の成分が一回で溶融されてもよいか、または充填剤および／または他の成分が側方供給
機などから供給されてもよいようなものであってもよい。
【００３２】
　本発明の組成物は、例えば射出成形、ブロー成形、押出、プレス成形またはトランスフ
ァー成形などの、当業者に公知の方法を用いて物品へ成形されてもよい。本組成物は、電
気および／または電子デバイスを封入するのに、時として、ある意味で金属／樹脂ハイブ
リッドを形成するのに特に有用である。かかる物品には、モーターハウジング、ランプハ
ウジング、自動車および他の車両におけるランプハウジング、電気および電子ハウジング
、モーターまたは発電機の固定子における巻線と磁気誘導性金属コアとの間に存在する絶
縁ボビン、ならびにモーターまたは発電機の固定子鉄心を実質的に封入するハウジングに
使用するためのものが含まれ得る。自動車および他の車両におけるランプハウジングの例
は、ヘッドライト、テールライト、およびブレーキライトを含む、前灯および尾灯、特に
発光ダイオード（ＬＥＤ）ランプを使用するものである。本物品は、多くの用途において
アルミニウムまたは他の金属から製造された物品の代替品としての機能を果たす可能性が
ある。
【実施例】
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【００３３】
配合および成形方法
　表１に示すポリマー組成物は、３２ｍｍのＷｅｒｎｅｒ　ａｎｄ　Ｐｆｌｅｉｄｅｒｅ
ｒ二軸スクリュー押出機で配合することによって調製した。繊維を下流バレル中へ側方供
給したことを除いて全成分を一緒にブレンドし、押出機の後方に加えた。バレル温度を約
３２０℃に設定した。
【００３４】
　本組成物を、ＣＬＴＥおよび熱伝導率の測定のためにＩＳＯ試験検体へ射出成形機で成
形した。溶融温度は約３２５℃であり、金型温度は約１４０℃であった。
【００３５】
試験方法
　成形流れ方向（ＭＤ）および横方向（ＴＤ）のＣＬＴＥは、ＡＳＴＭ　Ｄ６９６方法を
用いて－４０～１８０℃の温度範囲でＩＳＯ棒のほぼ中央部分に関して測定した。
【００３６】
　熱伝導率は、ＡＳＴＭ　Ｅ１４６１に記載されているようなレーザーフラッシュ法（Ｌ
ａｓｅｒ　Ｆｌａｓｈ　Ｍｅｔｈｏｄ）を用いて４ｍｍの厚さのＩＳＯ棒のゲートサイド
エリアに関して測定した。結果を表１に示す。
【００３７】
　以下の用語を表１において用いる：
　ＨＴＮ－１は、Ｚｙｔｅｌ（登録商標）ＨＴＮ５０１、Ｅ．Ｉ．ｄｕ　Ｐｏｎｔ　ｄｅ
　Ｎｅｍｏｕｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏ．（Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥ）によって製造される
ポリアミド６ＴＤＴを意味する。
【００３８】
　ＰＡ６６は、Ｚｙｔｅｌ（登録商標）ＦＥ３１００３６、Ｅ．Ｉ．ｄｕ　Ｐｏｎｔ　ｄ
ｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏ．（Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥ）によって製造され
るポリアミド６６を意味する。
【００３９】
　変性ＥＰＤＭは、無水マレイン酸でグラフトされたＥＰＤＭ（エチレン／プロピレン／
ジエンポリオレフィン）を意味する。
【００４０】
　ＣａＦ2は、Ｓａｎｋｙｏ　Ｓｅｉｆｕｎ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ．によって製造される平均
サイズ３０μｍのフッ化カルシウム粉末を意味する。
【００４１】
　ガラスフレークは、日本板硝子株式会社によって製造されるガラスフレークＦＬＥＫＡ
（登録商標）ＲＥＦＧ３０２を意味する。
【００４２】
　タルクは、日本タルク株式会社によって製造されるアミノシランカップリング剤で表面
改質されているタルクＫＯＳＳＡＰ（登録商標）＃１０を意味する。
【００４３】
　ウォラストナイトは、Ｎｙｃｏ　Ｍｉｎｅｒａｌｓから供給される１％アミノシラン被
覆ウォラストナイト繊維Ｎｙｇｌｏｓ（登録商標）８を意味する。
【００４４】
　ガラス繊維は、旭ファイバーグラス株式会社によって製造されるＦＴ７５６Ｄガラス繊
維を意味する。
【００４５】
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【表１】

　本出願は、特許請求の範囲に記載の発明を含め、以下の発明を包含する。
（１）　（ａ）約２５～約７５容量パーセントのポリマー；
　（ｂ）約７～約６５容量パーセントのフッ化カルシウム；
　（ｃ）約２～約５０容量パーセントのガラスフレーク
を含む、熱伝導性ポリマー組成物であって、（ｃ）対（ｂ）の容量比が１０対９０～７０
対３０であり、
　この百分率が組成物の総容量を基準にしている組成物。
（２）　前記ポリマーが熱可塑性ポリマーである（１）に記載の組成物。
（３）　前記ポリマーがポリエステル、ポリアミドおよび液晶ポリマーからなる群から選
択される少なくとも１種である（２）に記載の組成物。
（４）　（１）に記載の組成物から製造された物品。
（５）　（１）に記載の組成物で製造された金属／ポリマーハイブリッド品。
（６）　（１）に記載の組成物でできたモーターまたは発電機の固定子鉄心の絶縁体。
（７）　（１）に記載の組成物で封入された固定子アセンブリ。
（８）　０．０１～約１５容量パーセントの少なくとも１種のポリマー強化剤をさらに含
む（１）に記載の組成物。
（９）　前記ポリマーが熱可塑性ポリマーである（８）に記載の組成物。
（１０）　前記ポリマーがポリエステル、ポリアミドおよび液晶ポリマーからなる群から
選択される少なくとも１種である（９）に記載の組成物。
（１１）　前記ポリマー強化剤が、組成物の総重量を基準にして、約２～約２０容量パー
セントで存在する（８）に記載の組成物。
（１２）　（８）に記載の組成物から製造された物品。
（１３）　（８）に記載の組成物で製造された金属／ポリマーハイブリッド品。
（１４）　（８）に記載の組成物でできたモーターまたは発電機の固定子鉄心の絶縁体。
（１５）　（８）に記載の組成物で封入された固定子アセンブリ。
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